
訓練期間 令和６年 3月 19日（火）～7月5日（金） ３ケ月（48日）

訓練時間 9：30～15：10

自己負担 受講料無料 ／ テキスト代 6,270 円（税込）

訓練目標
土木の基礎を学び、施工管理の技能を習得するとともに、
安全と健康に配慮できる現場管理者を目指す。

修了後に取得できる

資格
２級土木施工管理技士補（任意受検）

定 員 10名 ・申込者が少数の場合は、開講できなくなることがあります。

・応募状況によっては、定員を増員することがあります。

【 アクセス 】 ★JR岐阜駅より徒歩15分

★すまいるバス

「オーキッドパーク」下車すぐ

★施設内駐車場630台（無料）

【訓練実施機関】 ㈱建築資料研究社

【 実施施設 】 日建学院岐阜校

〒500-8891
岐阜市香蘭2-23
オーキッドパーク西棟3F
TEL:058-216-5300

担当 松岡

【申し込み方法】

・住所管轄のハローワークに求職の申込
を行った方が、その後の職業相談の結
果、就職するために職業訓練の必要が
あるとハローワークが認めた場合には
「受講申込書」の交付を受け、日建学院
岐阜校（松岡宛）まで郵送又は持参して
ください。
・郵送の場合は締切日必着。持参の場合
は、平日10時～17時、締切日まで受け
付けます。

募集期間
令和６年 1月 25日（木）～ 2月 21日（水）
（※定員に達しない場合は2月28日（水）まで募集を延長します。）

選 考 会
日時：令和６年 3月4日（月）

10：00受付・10：30開始

選考方法：筆記試験・面接 ／ 持ち物：筆記用具

選考場所 日建学院岐阜校 岐阜市香蘭2-23 オーキッドパーク西棟３F

選考結果通知日 令和６年 3月7日（木）

訓練対象者の条件 訓練期間や訓練時間に配慮が必要な方

訓練コース番号：5-05-21-002-18-0147

建設業法に基づく技術検定の受検資格が見直しされ、令和６年度より

１級土木施工管理技士補の試験は19歳以上であれば誰でも受検可能になりました！



訓練カリキュラム

ハローワークの支援指示を受けて求
職者支援訓練等を受講する方が、一定
の要件を満たす場合に支給されます。
※詳細につきましては管轄のハロー
ワークにお問い合わせください。

職業訓練受講給付金

土木工事のプロフェッショナルとしてスキルアップを図る第一歩

土木工事の施工計画を作成し、現場での工程管理や品質管理、安全管理などを適切に実施するため
に必要な資格です。２級土木施工管理技士は、建設業法で定められた一般建設業の許可を受けてい
る建設業者の営業所における「専任技術者」および工事現場における「主任技術者」となることが
認められています。

土木施工管理技士について

建設業の「働き方改革」が2024年4月から施行されます。これまでの「建設業界・土木業界」の
イメージを一新する新３Ｋ「給与・休暇・希望」を掲げ、人材確保に動いています。

今こそ専門知識・資格とともに手に職を付ける絶好の機会です。
業界はあなたの力を求めています！！

※引用：https://jsite.mhlw.go.jp/gifu-roudoukyoku/content/contents/001647834.pdf
岐阜労働局プレスリリース（R5.12.1発表）

※

土木業界は人手不足です。
令和5年度の有効求人倍率も7.85倍と他業種
と比較して飛び抜けた数字になっています。
業界は新たな人材・力を渇望しています。

土木業界の今！

これからの土木業界

訓練概要 土木施工管理技士の知識及び技術を習得し、現場管理業務ができる。［短時間］

科目 科目の内容 訓練時間

学
科

安全衛生 職場の安全衛生、作業時間と健康管理 1時間

土木学基礎 土工の種類と用語、土木関連法概要、基本施工学、施工管理法 25時間

土木施工管理基礎 施工管理の基礎的手法（構造物の基礎、基礎形式の種類と特徴、土留め工の施工と安全対策、その他法規） 65時間

土木関連法規 各種関連法規について（労働基準法、建設業法、環境保全対策関連法） 20時間

就職支援 履歴書・職務経歴書の書き方、模擬面接 14時間

実
技

土木施工管理演習（土木一般） 施工管理の手法（土質調査の方法・土質試験と試験結果の利用、コンクリートの材料・施工・品質管理、直接基礎） 20時間

土木施工管理演習（施工管理） 施工計画と作成手順（工程管理の基礎、工程管理の目的と工程計画・工程表の分類とネットワーク） 25時間

土木施工管理演習（専門土木） 施工管理の応用手法（コンクリート構造部の劣化・ひび割れ、耐候性鋼材、河川堤防における軟弱地盤対策工） 55時間

職場見学、職場体験、職業人講話

【職業人講話】 「現場の安全と健康について」講師未定 1時間

【職業人講話】 「職業として考える、施工管理の今について」講師未定 2時間

【職業人講話】 「世界から見た日本の建設業界の将来」講師未定 3時間

訓練時間総合計 231時間 学科 125時間 実技 100時間 企業実習 0時間 職場見学等 6時間

受講者の負担する費用 教科書代 6,270円 合計 6,270円

https://jsite.mhlw.go.jp/gifu-roudoukyoku/content/contents/001647834.pdf

